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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第52期

会計期間
自平成20年７月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年７月１日
至平成20年６月30日

売上高（千円） 4,834,695 2,247,017 8,464,750

経常利益（千円） 517,763 209,978 767,329

四半期（当期）純利益（千円） 190,705 68,027 237,029

純資産額（千円） － 7,186,693 7,094,425

総資産額（千円） － 12,502,487 12,443,698

１株当たり純資産額（円） － 997.61 998.00

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
27.41 9.78 34.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 55.5 55.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△533,460 － 1,071,414

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△70,715 － △265,769

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
296,330 － △107,770

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,826,695 2,140,111

従業員数（人） － 237 232

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 237  

　（注）　従業員数は就業人員であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 146  

　（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高（千円）

産業機械事業 436,939

建材機械事業 443,893

ＦＡシステム事業 333,153

ソーラーシステム事業 301,494

ＥＤＬＣ事業 132,265

その他の事業 52,773

合計 1,700,520

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

産業機械事業
137,828

(△61,362)
1,491,492
(1,006,187)

建材機械事業
153,878
(13,501)

493,560
(362,894)

ＦＡシステム事業
166,636

( －)
208,350

( －)

ソーラーシステム事業
383,787

( －)
740,023

( －)

ＥＤＬＣ事業
67,666
(52,941)

102,764
(6,564)

その他の事業
12,159

( －)
47,328

( －)

合計
921,957

(5,080)
3,083,518
(1,375,645)

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

３．（　）内の数字（内数）は、輸出受注高及び受注残高であります。

４．産業機械事業において、前連結会計年度の受注物件で、当第２四半期連結会計期間において受注取消をした

ものが86,500千円あります。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

産業機械事業
420,841
(323,932)

建材機械事業
665,054
(604,281)

ＦＡシステム事業
588,832

( －)

ソーラーシステム事業
377,457

( －)

ＥＤＬＣ事業
157,130
(77,604)

その他の事業
37,702

( －)

合計
2,247,017
(1,005,817)

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．金額には消費税等は含まれておりません。
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３．（　）内の数字（内数）は輸出高であります。

４．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

㈱石井表記 509,161 22.7

　（注）　金額には消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績

　当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危

機により、設備投資の抑制、株価の下落、為替変動の加速や雇用調整等、景気後退局面に入ってまいりました。

　こうした状況下、産業機械事業において、国内・海外における半導体関連設備の縮小・延期の動きによる受注停滞

により、売上高、営業利益ともに減少したものの、建材機械事業、ＦＡシステム事業等他の事業において順調に推移

したことにより、増収増益となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の連結業績は、売上高2,247百万円、営業利益236百万円、経常利益209百万円、

四半期純利益68百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

イ．産業機械事業

　受注状況が急速に悪化しており、設備投資の先送りや減少に伴い、国内外向けともに売上高が減少し、粗利率も

低下したことにより、売上高420百万円、営業利益17百万円となりました。

ロ．建材機械事業

　海外向け合板プレスの売上高、利益が増加したことにより、売上高665百万円、営業利益172百万円となりました。

ハ．ＦＡシステム事業

　大型ＦＡ機械の売上高が増加し、それに伴う粗利益も増加したことにより、売上高588百万円、営業利益102百万

円となりました。

ニ．ソーラーシステム事業

　生産の増加、歩留まりの向上により、売上高377百万円、営業利益38百万円となりました。

ホ．ＥＤＬＣ事業

　中国向け拡販で販売数量は拡大したものの、景気後退により数量が予想を下回り、また、円高の影響により販売

単価が下落したこと等により赤字を縮小するには至らず、売上高157百万円、営業損失84百万円となりました。

ヘ．その他の事業

　国内向け油圧機器は順調に推移しており、売上高37百万円、営業利益３百万円となりました。

(2）キャッシュ・フロー
　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は1,826百万円となり、第１四
半期連結会計期間末に比べ52百万円の減少となりました。
　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は160百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益211百万円、減
価償却費112百万円、たな卸資産の減少173百万円等の増加と、仕入債務の減少342百万円、未払金の減少116百万
円、前受金の減少184百万円等の減少によるものであります。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は44百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出32百万円等
の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は157百万円となりました。これは主に短期借入金による収入179百万円の増加
と、長期借入金の返済による支出21百万円等の減少によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
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(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、９百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 6/22



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額（千
円） 資金調

達方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力

総額 既支払額 着手 完了

提出
会社

本社ＥＤＬＣ工場

（広島県府中市）

ＥＤＬＣ
事業

製造設備 271,606 81,869 借入金 平成20年
10月

平成21年
５月

－

　（注）　金額には消費税等を含めておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,959,600 6,959,600 ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株であ
ります。

計 6,959,600 6,959,600 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～　
　平成20年12月31日　 － 6,959,600 － 1,250,830 － 1,256,565

（５）【大株主の状況】

　 平成20年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北川　条範 広島県府中市 863 12.40

北川　義行 広島県府中市 412 5.93

株式会社広島銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社）

広島市中区紙屋町１丁目３－８

(東京都中央区晴海１丁目８－12)
347 4.99

内田　雅敏 広島県府中市 345 4.96

北川精機取引先持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 329 4.74

エスジーエスエスエスジービー
ティールクス
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店）

SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD 
HAUSSMANN PARIS - FRANCE

(東京都中央区日本橋３丁目11－１)
245 3.53

株式会社石井表記 広島県福山市神辺町旭丘５ 211 3.04

竹田　和平 名古屋市天白区 200 2.87

北川精機従業員持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 194 2.79

株式会社マンセイ 広島県福山市駅家町法成寺1575-17　 142 2.04

計 － 3,291 47.29
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,600 －

権利内容に何ら限定のない、
当社における標準となる株式
であり、単元株式数は100株で
あります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,957,700 69,577 同　　　上

単元未満株式 　 300 － －

発行済株式総数  6,959,600 － －

総株主の議決権 － 69,577 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

北川精機株式会社
広島県府中市鵜飼
町800－８ 1,600 － 1,600 0.02

計 － 1,600 － 1,600 0.02

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 635 547 490 448 388 415

最低（円） 506 460 420 270 320 344

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 9/22



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,726,695 2,040,111

受取手形及び売掛金 ※２
 4,070,711 3,265,041

有価証券 100,000 100,000

製品 45 206,021

原材料 317,768 253,365

仕掛品 1,231,608 1,407,737

その他 247,256 249,220

貸倒引当金 △5,311 △6,108

流動資産合計 7,688,774 7,515,389

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,208,022 1,251,128

土地 1,612,607 1,612,607

その他（純額） 1,083,091 1,076,835

有形固定資産合計 ※１
 3,903,721

※１
 3,940,572

無形固定資産 26,234 7,579

投資その他の資産

その他 907,633 1,022,211

貸倒引当金 △23,875 △42,054

投資その他の資産合計 883,757 980,156

固定資産合計 4,813,713 4,928,308

資産合計 12,502,487 12,443,698

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 1,911,085 2,233,538

短期借入金 1,044,000 590,000

1年内返済予定の長期借入金 585,800 585,800

未払法人税等 228,747 370,933

賞与引当金 37,919 40,230

役員賞与引当金 3,500 5,500

製品保証引当金 14,830 12,240

その他 ※２
 976,366 978,079

流動負債合計 4,802,249 4,816,322

固定負債

長期借入金 26,850 69,750

退職給付引当金 260,563 246,300

役員退職慰労引当金 222,660 216,900

その他 3,471

固定負債合計 513,544 532,950

負債合計 5,315,794 5,349,272
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,250,830 1,250,830

資本剰余金 1,256,565 1,256,565

利益剰余金 4,417,561 4,331,225

自己株式 △1,050 △1,050

株主資本合計 6,923,906 6,837,570

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,452 106,514

評価・換算差額等合計 17,452 106,514

少数株主持分 245,334 150,340

純資産合計 7,186,693 7,094,425

負債純資産合計 12,502,487 12,443,698
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 4,834,695

売上原価 3,800,852

売上総利益 1,033,842

販売費及び一般管理費 ※
 490,885

営業利益 542,957

営業外収益

受取利息 2,455

受取配当金 3,520

作業屑売却益 3,181

その他 1,956

営業外収益合計 11,114

営業外費用

支払利息 10,427

為替差損 17,379

持分法による投資損失 8,009

その他 492

営業外費用合計 36,308

経常利益 517,763

特別利益

製品保証引当金戻入額 880

貸倒引当金戻入額 1,061

特別利益合計 1,941

特別損失

固定資産売却損 1,293

固定資産除却損 552

特別損失合計 1,846

税金等調整前四半期純利益 517,858

法人税等 221,758

少数株主利益 105,393

四半期純利益 190,705
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,247,017

売上原価 1,770,347

売上総利益 476,670

販売費及び一般管理費 ※
 240,430

営業利益 236,239

営業外収益

受取利息 1,090

受取配当金 3,156

その他 1,300

営業外収益合計 5,547

営業外費用

支払利息 6,421

為替差損 18,110

持分法による投資損失 6,837

その他 440

営業外費用合計 31,809

経常利益 209,978

特別利益

製品保証引当金戻入額 880

貸倒引当金戻入額 960

特別利益合計 1,840

特別損失

固定資産売却損 619

特別損失合計 619

税金等調整前四半期純利益 211,199

法人税等 91,371

少数株主利益 51,800

四半期純利益 68,027
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 517,858

減価償却費 214,351

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,310

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,263

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,760

貸倒引当金の増減額（△は減少） △797

受取利息及び受取配当金 △5,976

支払利息 10,427

為替差損益（△は益） 5,570

持分法による投資損益（△は益） 8,009

固定資産売却損益（△は益） 1,293

固定資産除却損 552

売上債権の増減額（△は増加） △805,669

たな卸資産の増減額（△は増加） 315,698

仕入債務の増減額（△は減少） △322,452

前受金の増減額（△は減少） △56,431

未払金の増減額（△は減少） △102,728

その他 43,567

小計 △159,015

利息及び配当金の受取額 5,976

利息の支払額 △10,872

法人税等の支払額 △369,548

営業活動によるキャッシュ・フロー △533,460

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △63,663

有形固定資産の売却による収入 899

無形固定資産の取得による支出 △18,051

投資有価証券の取得による支出 △1,226

貸付金の回収による収入 9,835

その他の支出 △7,814

その他の収入 9,306

投資活動によるキャッシュ・フロー △70,715

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 774,000

短期借入金の返済による支出 △320,000

長期借入金の返済による支出 △42,900

配当金の支払額 △104,370

少数株主への配当金の支払額 △10,400

財務活動によるキャッシュ・フロー 296,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,570

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △313,415

現金及び現金同等物の期首残高 2,140,111

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,826,695
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主とし

て個別法による原価法（貸借対照表額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　 (2）リース取引に関する会計基準の適用

　当連結会計年度より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５

年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19

年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期連結会計期間から早期に

適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、

リース資産として計上することにしております。　

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価格をゼロと

して算定する方法によっております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、有形固定資産、営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

有形固定資産の耐用年数の変

更

　当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、平成20年度の税制改正によ

る機械装置の法定耐用年数の変更を契機として見直しを行い、耐用年数の短縮を行って

おります。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年６月30日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、5,127,997千円で

あります。　

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、4,928,005千円で

あります。

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

※２．　　　　　　──────

受取手形 188,114千円
支払手形 348,546
その他（設備関係支払手形） 11,345

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売手数料 63,302千円

貸倒引当金繰入額 263 

役員報酬 66,382 

給料及び賞与 91,609 

賞与引当金繰入額 3,880 

役員賞与引当金繰入額 3,500 

退職給付引当金繰入額 4,517 

役員退職給付引当金繰入額 5,760 

旅費交通費 69,694 

報酬手数料 52,035 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売手数料 19,733千円

役員報酬 34,587 

給料及び賞与 40,062 

賞与引当金繰入額 3,880 

役員賞与引当金繰入額 3,500 

退職給付引当金繰入額 2,329 

役員退職給付引当金繰入額 2,880 

旅費交通費 36,492 

報酬手数料 26,863 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,726,695千円

有価証券勘定 100,000 

現金及び現金同等物 1,826,695　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年７月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,959,600株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  1,600株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年９月26日
定時株主総会

普通株式 104,370 15.00  平成20年６月30日  平成20年９月29日 利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
産業機械事業
（千円）

建材機械事業
（千円）

ＦＡシステ
ム事業
（千円）

ソーラーシ
ステム事業
（千円）

ＥＤＬＣ事
業（千円）

その他の事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高          

(1）外部顧客に対する売
上高

420,841 665,054 588,832 377,457 157,130 37,702 2,247,017 － 2,247,017

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,055 － 290 － － 12,461 13,806 (13,806) －

計 421,896 665,054 589,122 377,457 157,130 50,163 2,260,824 (13,806) 2,247,017

営業利益又は営業
損失(△)

17,982 172,054 102,248 38,637 △84,463 3,586 250,046 (13,806) 236,239

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

 
産業機械事業
（千円）

建材機械事業
（千円）

ＦＡシステ
ム事業
（千円）

ソーラーシ
ステム事業
（千円）

ＥＤＬＣ事
業（千円）

その他の事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高          

(1）外部顧客に対する売
上高

1,540,878 1,197,085 953,097 740,023 321,075 82,535 4,834,695 － 4,834,695

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,846 － 290 － － 33,723 37,859 (37,859) －

計 1,544,724 1,197,085 953,387 740,023 321,075 116,259 4,872,555 (37,859) 4,834,695

営業利益又は営業
損失(△)

154,469 353,551 137,797 56,751 △134,148 12,465 580,886 (37,928) 542,957

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分をベースに、事業の種類・性質等の類似性を考慮して区分してお

ります。
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２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

産業機械事業 基板プレス、新素材プレス

建材機械事業 合板プレス、合板機械

ＦＡシステム事業 ＦＡ機械、搬送機械

ソーラーシステム事業 太陽光発電用シリコンウェハー

ＥＤＬＣ事業 電気二重層キャパシタ

その他の事業 油圧機器等

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア ロシア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 398,816 603,687 1,002,503

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 2,247,017

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 17.7 26.9 44.6

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア ロシア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,274,257 1,108,194 2,382,451

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 4,834,695

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 26.4 22.9 49.3

　（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域は、次のとおりであります。

　　アジア-------台湾、中国
３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年６月30日）

１株当たり純資産額 997.61円 １株当たり純資産額 998.00円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 27.41円 １株当たり四半期純利益金額 9.78円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 190,705 68,027

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 190,705 68,027

期中平均株式数（千株） 6,958 6,958

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月９日

北川精機株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　宏之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川精機株式会社の

平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川精機株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

